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DVmega 使用体験記 

Shu JA3GQJ 

 

JR3VHのリフレクターの試験運用が始まってから JH3GCN弓削さんが導入を推進されて

いる DVmegaとラズベリーパイの使用体験を纏めてみました。 

 

1.ラズベリーパイ（Raspberry Pi） 

・OSがリナックスの超優れ物超小型パソコンの本体です。 

・今回皆さんが入手したのは Raspberry Pi 2 Model Bだと思いますので USB端子が 

４個とHDMIの出力端子と有線ランの端子が一つ付いています。 

同じ形状のHDMI端子が付いているテレビや一般のパソコンのモニターをHDMIの 

出力端子に繋いでラズベリーパイの画面を表示します。因みに当局のものは四～五年前に 

購入して引き出しの片隅に眠っていた古いタイプで USB 端子は二個しかありませんが HDMI 端子 

の他にビデオ端子もありテレビのビデオ入力につなげばモニター（解像度が少し気になるので 

実際には使用していない）にもなり、ＤＶmegaを動作させてやっと日の目を見ました。 

・４個の USB 端子の使い道は様々ですがケーブル式のマウスとキーボードを繋いでも 

有線ランの場合はあと二つの端子が残りますが WiFi(無線ラン)アダプターを 

使用する方が後々何かと便利です。 

・これだけで立派なパソコンの出来上がりです。インターネットもできます。 

ワードやエクセルと互換性のあるソフトをインストールすることも出来ますので 

Windows パソコンで作った文章も USB メモリーから読み書き OK です。 

・ラズベリーパイを単独で、一般のパソコンのような構成をするためには HDMI 

端子付 モニター、キーボード、マウスを別途用意しなければなりませんのでこれに 

変えて Windows パソコンにラズベリーパイの画面を表示して操作するのが一般的 

です。 そのためのソフトも V N C-Vie w e r（オリジナル D V me ga 関係 

ソフトをダウンロードしたら付いてくる）とか tvnviewer（TightVNC）等、 

充実していますがWinows10の「リモートディスクトップ接続」と言う機能を使う 

方法が簡単です。ラズベリーパイ側でも皆さんがお持ちの DVmega のソフトは 

VNC と言うソフトを使ってあらかじめリモートで使う設定をしていますので 

LAN接続したラズベリーパイの IPアドレスを調べてリモートディスク接続の画面に 

入力するだけで OKです。（JR3VHのメーリングリスト共有フォルダーの RasPi_remote.pdf参照） 

しかし、Winows10 の「リモートディスクトップ接続」はラズベリーパイの画面と 

同期が取れないので当局は巻末の APPENDEX で説明する VNC-Viewer や 

 tvnviewer（JR3VHのメーリングリスト共有フォルダーの Raspi_VNC.pdf参照）を使っています。 

・OSは JR3VHのD-Starリピーターの現用サーバーにも使われているリナックスです。 
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・資料を入手していますのでこのラズベリーパイを現用 JR3VHD-Star リピーターの 

サーバーと入れ替えてテストをさせてもらえないかとも考えています。 

今回はそんな優れもののラズベリーパイをDVmegaと言うD-Starリフレクター用無線

ドングルと組み合わせて個人のノード局（固定または移動）を開設しようとしています。 

2.DVmega 

・国内で知られている無線式ドングルの代表格には DV４mini と DVmega があると 

言えますが利用者が多いのは DVmegaでしょう。 

・DV４mini はハードと同名の DV４mini と言うソフトでラズベリーパイだけでなく 

Windowsでも使用できますが DVmegaはラズベリーパイとの組み合わせがメイン 

ですがWindowsで使用する方法もあるようです。 

・ラズベリーパイの OSは image（イメージ）と称してソフトを Windows パソコンで 

ダウンロードした後、専用のソフトで SD カードに焼き付けたものが使われます。 

50 年前後昔にシャープが販売していたクリーンコンピュータ MZ・・？もテープレコーダーに 

記録した OSを起動の度にロードしていた方法に似ているので懐かしいです。 

そして、ラズベリーパイを起動してから DVmega のソフトをラズベリーパイに 

インストールする方法もありますが、現在、その方法はほとんど使われていません。 

・即ち、OS と DVmega ソフトの一体型イメージを SD カードに焼き付けたものが 

使われ、何種類かのイメージがあります。 

・その中で今回皆さんがお使いになるのはMaryland image（メリーランド・イメージ） 

ですが他にウエスターンディースターイメージという OS一体型のものがあります。 

3. DVmega（ソフト）の中身 

 下図は Windows のリモートディスク接続で当局の Windows10 のディスクトップ 

いっぱいに表示した画面ですが、皆様が弓削さんに希望した D-Starトランシーバーの 

受信周波数で動作するように自動的にソフトが立ち上がった状態です。 

 



3 

 

Maryland image（メリーランド・イメージ）はこのように OSと同時に弓削さんが 

初期設定した周波数とリフレクター「XRF081 B」で DVmega用のソフトが自動起動 

するようになっていますがこれらの二つの初期設定データを変更してみました。 

周波数設定変更 

・下の画面で「Config Repeater One rstr daemon」のアイコンを一回（ダブルでは 

ない）左クリックして開いた画面の上の方の右の黒い矢印で「Modem」のタグを 

選択する。 

 

 

 

・開いた画面で Type が DVmega になっています。その下の「Configure…」 

ボタンをクリックすると更に新しい「DVMEGA Setting」（４ページ）と言う画面が 

開くので白枠のところに希望周波数をヘルツ単位で変更後「OK(O)」ボタンを 

クリックして「DVMEGA Setting」画面を閉じてさらに表示されている画面の 

右上隅の「X」をクリックして設定画面全体を閉じます。 
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画面の周波数に関して弓削さんは 438670000 を入れてくださいましたが当局の 

場合 DV４mini との関係で 438690000 に変更しました。周波数の変更設定は次の 

モジュールを変更する「Config Gateway rstr daemon」でも必要です。 

 

 

リフレクター「XRF081 」のモジュールを Bから Aに変更してみる 

 ・今度は「Config Gateway rstr daemon」のアイコンを一回クリックで別の 

設定画面を開きます 
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開いた画面の「Gateway」タグの右隣の「Repeater1」タ

グを選択します。開いた画面で「Reflector」欄で XRF081

が設定されておりさらにその右に「B」が設定されていま

すのでその右端の下向き黒い▼を押して表示されるモジ

ュール一覧の中から A を選択して右上隅の「X」をクリ

ックして終了しますます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

因みにリフレクターを変更するときは「Reflector」

欄で設定されているリフレクターの右隣の下向

き黒い▼を押して表示されるリフレクター一覧

の中から希望するリフレクターを選択して 

右上隅の「X」をクリックして終了しますます。 

 

 

 

 

 

先にも書きましたように周波数を変更したときは 

ここでも一か所変更があります。 

開いている画面を見ますと解るように「Gateway」 

タグの右隣に「Repeater1」タグが二つ並んでいます 

ので Gateway」タグから右へ二つ目の Repeater1」 

タグを選択してその画面の Frequency(MHz)欄に 

今度はメガヘルツ単位で先ほどと同じ周波数（この 

場合は 438.69000）を入力して「X」を押して終了 

です。 
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4.リフレクターリストのファイルを開く 

リフレクターリストのファイル名と保存場所が解らないとそれを開くことが 

出来ませんが、弓削情報によって/usr/local/etc/の中に DExtra_Hosts.txt という 

ファイルが保存されていることが判りました。 

「/usr/local/etc/」の意味は、ルートディレクトリーの usr と言うフォルダーの中の 

local と言うフォルダーの中の etc と言うフォルダーの中にファイルがあるという 

ことです。二通の方法で DExtra_Hosts.txtを開くことが出来ます。 

一つはリナックスの「nano」というコマンドでエディターを使う方法、もう一つは 

先のフォルダーのディレクトリーを辿って DExtra_Hosts.txt というファイルを 

クリックして開く方法です。 

・nanoで開く 

 ディスクトップ画面で「LX Terminal Windows」をクリックしてその画面（通常 

ターミナルと言われています）を開く。 

ターミナル画面でカーソルの後に「nano /usr/local/etc/ DExtra_Hosts.txt」と入力 

したらファイルが開きます。 

 

 

他にも方法があるかも知れませんが当局はキーボードの上下左右の矢印でカーソルを

移動します。上下の矢印で画面をスクロールします。 

LX Terminal Windows 
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「Delete」キーや「Back Space」キーで削除が出来ますのでワープロ感覚で 

  編集が出来ます。編集したファイルはコントロール（Ctrl）キーとアルファベットの 

「O」のキーを同時に押した後「Enter」キーを押して保存します。 

  エディターを終了するにはコントロール（Ct r l）キーとアルファベットの 

「X」のキーを同時に押しますがファイルを保存する前に終了しようとすると 

ファイルを保存するかどうか確認され「Y」で保存「N」で破棄されます。 

その他 nanoの詳しい機能取扱方についてはインターネットの適当な webを検索して 

ください。 

・ホルダーのディレクトリーを辿って DExtra_Hosts.txtファイルをクリックして開く 

「Open File Manager」をクリックしたら/home/pi の画面が開くので下図中央付近の 

赤丸印の中の上向き白矢印をクリックしながら「/」のみのルートディレクトリーに 

します。 

 

この矢印をクリック 

OpenFile Manager 
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開いた画面で「usr」フォルダーを探してクリックして開きます。 

 

「usr」フォルダーをクリックして開いた画面で「 local」フォルダーを探して 

クリックで開きます。 
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開いた「local」フォルダー画面で「etc」フォルダーを探してクリックで開きます。 

 

「etc」フォルダーが開くと今迄は中身がフォルダーばかりでしたが今度はファイル 

ばかりの中身に変わりますのでその中から DExtra_Hosts.txt というファイルを 

探してクリックします。 
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下図はDExtra_Hosts.txtファイルの中身で、ワープロ感覚で編集が出来ます。 

 

 

ここまでの、周波数の変更とファイル（リフレクターリスト）の開き方は皆さんも 

覚えておくと大変便利だと思います。 

DVmega に限らずリフレクターリストの入手方法やドングルへの取り込み方法が今一 

安定した手段にかけていると言うか新しくリフレクターを開設したときの広報の 

手段が一本化されておらず色々な団体がボランティヤ的にやっている印象が強いので 

せめて国内の窓口を何方かが引き受けてくれないかと思う次第です。特に今回の 

Maryland image では定期的にリストの更新が行われその時の手違いなどで使いたい 

リフレクターがリストから漏れてしまうケースがあったようですがファイル操作が 

分かれば自分でリストすることが出来ます。 

当局はMaryland imageの DExtra_Hosts.txt を編集して自分が使用したいリフレク 

ターだけのリストにして別名で保存しています。 

５. Windowsのリモートディスク接続による有線 LANについて 

 LAN 接続するためにはラズベリーパイの IP アドレスの割り付けが必要ですが通常は 

LANケーブルでハブに繋げば自動（DHCP）割り付けが行われます。 

Windows10の「リモートディスク接続」（JR3VHのメーリングリスト共有フォルダーの asPi_remote.pdf 

参照）でラズベリーパイのディスクトップ画面の「Config Network」アイコンをクリック 

すると「Wicd ネットワークマネージャー」（11 ページの図）が開いて有線 LAN 接続に 
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なっている事が判ります。 

 

 

 

 

上の拡大図には「Wicdネットワークマネージャー」を立上げた時に自動検出された無線 

接続先も「rt500m・・・1」「rt500m・・・2」など隣近所すべてのルータ名が表示 

されています。現状は 有線ネットワークのところのボタンが「切断」と表示されて 

います。このボタンをクリックすると回線が切断されてボタンの表示が「接続」に 

変わります。 
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6. Windowsのリモートディスク接続による無線 LANについて 

無線（WiFi）接続はルーターのキー番号を入力しなければ有線のように自動接続が 

出来ませんので Windows のリモートディスク接続も出来ず、HDMI 端子に直接 

モニターを繋いで画面を表示しないと設定が出来なかった。このときはモニターの 

他にもキーボードとマウスが必要でした。 

・固定（家庭内）で無線（WiFi）接続をするとき 

11 ページの図と同じように「Wicd ネットワークマネージャー」を立上げると 

「rt500m・・・1」「rt500m・・・2」などと隣近所すべてが表示されている中で 

自分のルーターがどれかを見極めて「このネットワークに自動的に接続する」に 

チェックマークを付けたら「プロパティ」ボタンをクリックすると対象ルーターの 

プロパティ画面が開きます。開いた画面の中ほどの白枠のところに回線契約先から 

もらったルーターのキー番号を入力後「OK」ボタンで閉じて元の画面に戻って 

「接続」ボタンをクリックするとキー番号に間違いがなければ対象ルーターを 

見つけて IPアドレスが自動的に割り付けられて接続が成立します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動（テザリング）で使用するとき 

スマホのデザリングを有効にして「Wicd ネットワークマネージャー」の「更新」 

ボタンをクリックして新しい接続相手（テザリング用スマホ）を探すと当局のスマホの 

型式（「SH-01F_AP」）が表示されたので「プロパティ」ボタンを押してその型式の 

キー番号を入力したら「OK」ボタンをクリックして元の画面に戻って「接続」 

ボタンをクリックして接続しました。 



13 

 

 

 

7. tvnviewer （TightVNC）について 

 ラズベリーパイ との LAN 接続に tvnviewer （TightVNC）を使うと Windows の 

リモートディスク接続を使った時に比べて一味違った体験をしましたので 

インストールの仕方と起動の方法が http://ja3gqj.dip.jp/jr3vh/Raspi_VNC.pdfに 

ありますので是非お試しください。 

一番の特長は所謂バーチャル（VCN）なので接続相手同士の同期がとれている事と 

Windows パソコンに表示される画面の文字がよりはっきりして見やすいことです。 

8.リモート接続の切断 

・tvnviewer （TightVNC）接続の場合ラズベリーパイをシャットダウンするとき 

Windowsディスクトップには次のコメントが順番に表示されます。 

 

 

⇒  

 

・Windowsリモートディスクトップ接続の場合ラズベリーパイをシャットダウンする 

ときはWindowsディスクトップには次のコメントが順番に表示されます 

 

⇒  

 

 

http://ja3gqj.dip.jp/jr3vh/Raspi_VNC.pdf
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9.Merylamd image その他のディスクトップアイコン 

画面のアイコンは合計 22個ありますが今回ここで使ったアイコンは「Config Repeater  

One rstr daemon」、「Config Gateway rstr daemon」、「Open File Manager」、「Lx 

Terminal Window」、「Config Network」の 6個だけでしたが DVmegaのメンテには 

これだけで十分だと思いました。残り17個の内、機能が解読出来たのは次の10個です。 

 

「ゴミ箱」：不要なフォルダーやファイル    

などはここへ入れて削除します。 

 

「タスクマネージャ」：ラズベリーパイの 

CPUの利用率やメモリの使用量  

などが表示されます。（右図） 

 

 

 

 

 

「 Repeater One Log 」：

DVmegaのXRFリリフレクタ

ーへの接続状況が記録・表示

される。 

 

 

 

 

 

 

 

「 ircBBD Gateway Log」：

DVmega の DCS リフレクタ

ーへの接続状況が記録表示 

される。 
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「Shutdown System」：Rspberry Pi の動作を停止するが電源は切れない。 

 

「Close All and Reboot System」：Rspberry Pi の動作を一旦停止して再起動する。 

 

「Update D-Star Reflector」：リフレクターリストを更新する。 

 

 

「Update D-Star Repeater」：リピーターリストの更新と思われるが日本仕様の為か 

当局だけの現象かどうかわかりませんが、ファイルが含まれていない 

と言うコメントが出ました。 

 

   /usr/local/bin に klxupdate_t というファイルを作ってみましたが中身がないので 

さらに次のようにコメントだらけの画面が表示されました。後日、現地仕様に変更 
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して再確認してみたいと思いますが国内では不要かも知れません。 

「Restart Repeater(s)」というコメント画面はリピーターそのものではなくソフト 

だと思われます。 

 

 

「Update ircDDB Gateway」：ircDDB関連のリフレクター更新と思われるがこれまた 

日本仕様の為か当局だけの現象かどうかこれにはファイルが含まれて 

いないと言うコメントが出ました。 

 

 

 

上の図のように「Do you want to Update Reflectors now」というコメント画面の 

「はい」をクリックして次に進みますと「Update Complete. Gateway Restart」と 

いうコメント画面が現れますので「OK（O）」で終了と言う事になりますが、これも 

後日現地仕様に変更して確認してみたいと思います 
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「Update Distribution」：これはリナックス OS全般について言える Windowsと同じ 

ようにバージョンアップをするための「Lx Terminal Window」に 

打ち込むラズベリーパイ用のコマンドと操作の注意事項が書かれた 

ファイルが開きます。 

 

残った次の 7 個の機能は操作未着手ですが我々にはあまり必要があるようなものとは

思えません。 

「Config Repeater Two rstr daemon」：DVmega の 430 と 144 メガ帯のデュアル 

バンド使用向けのもと思われます。 
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「Schedule Automatic Links」：どこかの何かに自動的にリンクするためのもの 

でしょう。 

「Repeater Two Log」：DVmega の 430 と 144 メガ帯のデュアルバンド仕様向けの 

もと思われます 

「View ircDDB Xmit Header Log」：よく解らない。 

「Disclaimer and Credits」：よく解らない。 

「On Demand Linking」：よく解らない。 

「Enable Time Announcement」：よく解らない。 

10.今後やりたい事 

・Meryland imageにはサウンドカードとラズベリーパイとの組み合わせてノード局が 

出来そうなので挑戦したいと思います。この方法だと材料は全て国内調達が出来る。 

ばかりでなくかなり安価（７000円位）にできるのではないかと思います。 

・ラズベリーパイを JR3VHのリフレクター用サーバーにしてみたい。 

・ラズベリーパイを JR3VHの現行 D-Starリピーターのサーバーと取り換えてみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

As of May 23, 2016 
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APPENDIX 

Shu JA3GQJ 

1.巻頭でラズベリーパイ を優れものと言った理由 

OSに含まれている機能が盛りだくさんです。「LX Terminal Windows」でコマンドを 

使ってMaryland imageにはインストールされていない色々なソフトをインストール 

できますので自分だけのオリジナルパソコンを構築することが出来ます。しかし、

DVmega だけを使うのであればインストールは無駄なことですが当局はとり 

あえず次の二つをインストールしました。 

・マイクロソフトのワードやエクセルと互換性のあるソフト（LibreOffice 一式）。 

LXTerminalで sudo get-apt install libreofficeと打ち込んでインストールをスタート 

したが 

 

次のエラーでインストールできませんでしたので 
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apt-get update（下図）と・・・・・ 

 

 ・・・apt-get upgrade（下図）のコマンドでラズベリーパイ OS の更新を実行 

しましたがびっくりするほど時間がかかりました。 

 

この図で「ｙ」を入力 

 

途中文字の色が黒に変わって推定 30分いやそれ以上？かかってコマンド入力 

プロンプト（meryland-dstar〜>）が出て更新終了。 



21 

 

続いて sudo apt-get install libreoffice を再度打ち込んでやはり時間はかかりましたが 

今度は次の画面が表示されながらインストールが終了しました。 

 

 

 

ここで「ｙ」と入力 

 

コマンド入力プロンプト（meryland-dstar〜>）が出て更新終了 
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インストールが終わったら「画面左下隅のアイコン」→「オフィス」を開くと 

リストが表示されて libreoffice一式がインストールされている事を確認できますので 

試しにリストの一番下の LibreOffice Writerをクリックしたら・・・・。 

 

 

…下図のように LibreOfficeのロゴが表示された後 

 

マイクロソフトのワードと互換性のある画面が開きます。 
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リストの上から三行目の LibreOffice Calcは下図のようなエクセル互換の画面が出ます。 

 

・ディスプレイ画面をコピーするソフト（Scort）。 

 ラズベリーパイにディスプレイ、マウス、キーボードを繋いで単独で使用するときに 

画面コピーが出来ると何かと便利ですよ・・・ 

因みにラズベリーパイにはWindowsについている「ペイント」のように「イメージ 

ビュワー」という画像を見るソフトが標準でついています。 

ただし、この体験記の図はリモートディスクトップ接続している windowsの 

スクリーンコピー機能でコピーしたものを使っています。 
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2.インターネットの閲覧が出来る  

画面の左下隅のアイコンをクリックして開く画面で「インターネット」→「NetSurf 

ウェブ・ブラウザ」と進んで開いたページで ja3gqjを検索したら関係するリストが 

一覧で出てきた。 

 

 

 

 

次ページに拡大図             
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3.Meryland imageでバグだと思われるところ 

画面の左下隅のアイコンをクリックして開いた画面で「アクセサリ」→「その他」 

→「Debian Reference」（下図）と進んだら理解に苦しむ webページが現れました。 
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本来「Debian Reference」はコマンドを参照するためのウェブページが表示される 

はずですが日本仕様にするときの作業ミスで不要なページを閉じるのを忘れた為と 

思われます。  

 

上の表示画面の「Debian Reference」以外のタグを削除することで解決できます。 
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検出した無線ラン用の各ルーター欄には「このネットワークに自動的に接続する」という 

同じ表現の選択項目が二行あるので原文を調べると下の一行は「Never connect to this 

network」と書かれてあり、ここにチェックマークを入れるとこのルーターではネット 

ワークに自動的に接続されなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.当局の DVmega用ダミーアンテナ（ダミーロード） 

 基板裏でアンテナ接栓に手持ちの 10Ω抵抗を 5 個直列に半田付けしただけ。 

 

 

 

 

基板裏                基板表 

 

４～５年前に購入したラズベリーパイに DVmegaを装着（側面HDMI端子側） 
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付属のケースに収納（HDMI端子側側面ダミー抵抗が見える） 

 

 

付属のケースに収納（アンテナ用接栓が当たるので穴は開けている） 

①DVmega ②SDカード ③USB端子にWiFiアダプターを装着 

④LANケーブル接続端子 ⑤HDMI端子 ⑥ビデオ出力端子 

①  

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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5. ラズベリーパイは DVmegaだけでなく色々な外部機器を制御します。 

 一例をあげると弓削さんが制作して山口さんの所に試験設置したトランシーバーの 

ＰＴＴの操作に 40 ピンある GPIO 端子の 2 端子を使っています。DVmega は GPIO 

端子の 8 端子を使っています。GPIO とは General Purpose Input/Output の略です。 

汎用入出力の事で色々な電気回路と信号のやり取りをします。DVmegaもその一例です。 

6.ラズベリーパイ の IPアドレス検出時間 

 使用するパソコンによって異なるとは思いますが、当局の場合 ipscan （IP検索ソフト） 

でラズベリーパイの電源を入れてから IPを検出するまでに意外と時間が必要で一分半 

くらいかかっています。と言う事はラズベリーパイの電源を入れてから一分半以上経過 

しないとリーモート接続が出来ない訳です。 

7.Windowsリーモートディスクトップ接続と tvnviewer（TightVNC）接続の違い 

次に Windows リーモートディスクトップ接続と tvnviewer（TightVNC）接続をした 

場合の Windows パソコンのディスクトップ画面の違いを表示します。表示される 

アイコンの並び方やフルスクリーン表示の違いを比較してみてください。 

Windowsリーモートディスクトップ接続 

 

接続直後の表示（左上隅にリモートディスクトップ接続の表示がある） 

 

フルスクリーン表示に切り替え（接続直後から大きさが変化） 

 



30 

 

tvnviewer（TightVNC）接続 

 

接続直後の表示（左上隅にMaryland-dstar0-TightVNC Viewerの表示がある） 

 

フルスクリーン表示に切り替え（接続直後から大きさの変化なし） 

 

当局の場合、両者の違いは次のようですがパソコンよって異なるかもしれません。 

・フル画面表示の大きさとアイコンの並び方が異なっているが文字の鮮明度はフル画面 

表示の大きさとは無関係のように思います。 

・ t v n v i e w e r （ T i g h t V N C ）接続の W i n d o w s パソコンの画面と 

ラズベリーパイに直接接続したモニターのアイコンの並び方が同じです。 

・tvnviewer（TightVNC）接続の場合ツールバーが表示されるがWindowsリーモート 

ディスクトップ接続の場合は表示されません。 

8.オリジナル DVmegaのディスクトップ画面 

ここで立ち上げたオリジナル（英語版）のバージョンの新旧は判りませんがリフレク 

ターリストの中身を見るとMay 15 2016となっておりXRF081もリストにありますので 

最新版と考えられます。 

日本語バージョンで WiFi 接続の設定のとき同じ表現の選択項目が見つかりましたので 

Maryland グループの web からダウンロードしたものを立ち上げてみました。 

次のページの図がその画面ですが日本語バージョンよりアイコンが一つ多い（23 個） 
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事が判ります。しかし、日本語バージョンと違って DVmegaは初期設定が必要で最初は 

自動的に立ち上がりませんでした。 

 

 

 

As of May 23, 2016 


